



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A B C D 
ニ年目の発達課題
仕事に対し柔軟に取り組んでいる 3.4 4.4 4.0 4.4 
仕事肉容が自分の限界を超えているときは周りに援助を求めることができる 2.9 4.4 3.3 4.3 
個別性を認めた接し:方を心がけている 4.3 4.0 3.0 4.3 
人間関係で困ったときでも人格否定することなく自分の考えを伝えようとしている 4.1 3.6 3.7 4.4 
他のメンバーが悩んでいるときは声かけをしている 4.7 4.1 3.9 4.1 
業務や係りの仕事の進度に合わせ、自分の課題を見つけて行動している 3.9 3.8 4.0 4.0 
他職種と協力できている 2.6 4.0 3.7 4.0 
院内、所属の勉強会には進んで参加している 4.0 2.7 3.9 4.6 
プリセプ告ーの役割
プリセプティ!こ理解できるような説明のしかたをしている 4.3 4.0 3.7 4.3 
自分のプリセプ子イに限らず他の一年目にも声かけをしている 4.6 4.4 4.0 4.3 
プリセプティと達成状況を確認しながら復習している 3.9 4.0 3.3 4.4 
自分が前立ちしていない自には、閉じ部屋のス事ツフに手術介助状況を確認している 4.6 3.9 3.6 4.4 
休みの日でもプリセプ子イの仕事状況が気になる 3.9 4.6 3.3 4.3 
プリセプティが怒られるとこちらまで落ち込む 1.1 4.7 3.6 3.6 
プリセプティが仕事で失敗すると腹立たしい 0.9 3.6 3.9 1.7 
指導方法について上司、先輩に相談している 3.1 4.1 3.7 4.4 
プリセプティのことはあまり気にならない 1.0 1.0 4.0 1.1 
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